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肝
炎
救
済
法
適
用
認
め
ず

奔
装
製

対
象
外
製
剤
投
与
の
患
者

障
害
を
持

つ
女
性
が
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
機
会
を

増
や
そ
う
と
、
専
用
車
で
障
害
者
施
設
に
出
向
く
取
り

組
み
が
福
岡
県
内
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
検
診
は
福
岡
市

の
乳
腺
外
科
専
門
医
が
無
償
で
実
施
。
活
動
費
は
い
と

こ
が
製
造

・
販
売
す
る

マ
ス
ク
の
収
益
の

一
部
を
充
て

て
い
る
。
街
中
の
診
療
所
な
ど
で
の
受
診
は
付
き
添
い

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
関
係
者
か
ら
は

「
移

動
検
診
は
あ
り
が
た
い
」
と
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

福
岡
県
宮
若
市
の
障
害
者

支
援
施
設
前
に
１０
月
上
旬
、

ピ
ン
ク
色
の
花
模
様
を
あ
し

ら

っ
た
乳
が
ん
検
診
車

「
ｍ

ｏ
ｍ
ｏ
」
が
止
ま

っ
た
。
検

診
着
姿
の
入
所
者
ら
約
３０
人

が
車
内
で
受
診
。
渡
雅
代
施

設
長
は

「施
設
で
受
診
で
き

る
の
は
あ
り
が
た
い
」
と
話

す
。無

償
の
検
診
活
動
を
行
う

の
は
福
岡
市
の
乳
腺
専
門
ク

乳
が
ん
検
診
車
で
障
害
者
施
設
を
訪
れ
、
無
償
検
診
す
る

活
動
が
始
ま

っ
た

（福
岡
県
宮
若
市
）

無
償
実
施
「落
ち
着
き
受
診
」歓
迎

リ

ニ
ッ
ク
の
高
木
博
美
院
長

（
５３
）
と
ヽ
い
と
こ
で
マ
ス

ク
製
造

・
販
売
の
ク
ロ
シ
ー

ド

（同
県
飯
塚
市
）
の
辻
政

和
社
長

（
５７
）
ｏ

２
人
は
２
０
１
０
年
末
、

乳
が
ん
の
早
期
発
見
を
啓
発

す
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
を

広
め
よ
う
と

「
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
検

診
車
を
購
入
。
こ
れ
ま
で
企

業
や
団
体
を
対
象
に
、
年
間

４０
回
程
度
の
集
団
検
診
を
実

施
し
て
き
た
。
費
用
は
通
常
、

１
人
当
た
り
１
万
円
程
度
か

か
る
。

障
害
者
施
設
で
の
活
動
を

始
め
る
き

っ
か
け
は
今
春
、

飯
塚
市
の
障
害
者
自
立
支
援

施
設

へ
の
訪
問
検
診
だ
。
施

設
側
か
ら

「
１
日
で
済
ん
で

人
手
も
か
か
ら
ず
、
落
ち
着

い
て
受
診
で
き
た
」
と
の
声

が
漏
れ
た
。
そ
れ
ま
で
同
施

設
は
ス
タ

ッ
フ
が
ク
リ

ニ
ッ

ク
ま
で
同
行
し
、
希
望
者
全

０
１
０
年
に
は
肝
が
ん
と
診

断
さ
れ
、
１２
年
に
死
亡
し
た
。

同
法
は
０８
年
に
施
行
。
対

象
製
剤
で
の
感
染
が
認
定
さ

れ
る
と
、
症
状
に
応
じ
て
給

付
金
が
支
払
わ
れ
る
。
対
象

外
の
血
液
製
剤
に
よ
る
同
法

員
が
受
診
す
る
の
に
数
日
か

か

っ
て
い
た
。

高
木
院
長
は

「
障
害
者
施

設
こ
そ
、
訪
間
の
集
団
検
診

が
必
要
」
と
痛
感
。
辻
社
長

に
相
談
し
、
１０
月
か
ら
ク
ロ

シ
ー
ド
の
マ
ス
ク

（
５
枚
入

り
で
５
２
５
円
）
の
収
益
の

一
部

（
２０
円
）
を
活
動
資
金

に
充

て
る
仕
組

み
を
作

っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な

く
、
検
診
の
大
切
さ
を
啓
発

す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
に

活
動
し
て
い
く
た
め
だ
。

検
診
車
に
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー

（乳
房
Ｘ
線
撮
影
装

置
）
と
エ
コ
ー

（超
音
波
診

断
装
置
）
の
２
つ
の
最
新
検

査
機
器
を
搭
載

。
九
州

で

は
非
常
に
珍
し
い
と
い
う
。

年
間
維
持
管
理
費
は
１
０
０

０
万
円
弱
か
か
る
が
、
乳
が

ん
発
見
の
た
め
に
は
早
期
に

精
度
の
高
い
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
重
要
で
、

「
ダ
ブ
ル

チ

ェ
ッ
ク
で
発
見
で
き
る
可

能
性
が
高
ま
る
」

（高
木
院

長
）
。

乳
が
ん
は
日
本
人
女
性
の

‐５
人
に
１
人
が
罹
患

（り
か

ん
）
す
る
と
さ
れ
る
が
、
早

期
の
発
見
と
治
療
で
完
治
す

る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
、

肝
心
の
検
診
の
受
診
率
は
低

い
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

Ｈ
年
度
に
市
区
町
村
が
実
施

し
た
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率

は
全
国
平
均
で
約
１８
％
０
高

木
院
長
は

「
ま
だ
ま
だ
日
本

の
女
性
は
危
機
感
が
薄
い
。

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
受
診

の
機
会
を
広
め
た
い
」
と
、

年
間
で
障
害
者
１
０
０
人
の

受
診
を
目
指
し
て
い
る
。

は
到
底
軽
視

で
き
な

い
額

だ
」
と
し
た
上
で
、

「
修
正

申
告
さ
れ
て
不
正
還
付
相
当

額
が
納
付
さ
れ
て
い
る
。
被

告
に
は
前
科
も
な
く
反
省
の

態
度
を
示
し
て
お
り
、
直
ち

に
実
刑
と
す
べ
き
事
案
と
ま

で
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
た
。

判
決
に
よ
る
と
、
今
野
被

告
は
知
人
の
会
社
員
、
石
沢

靖
久
被
告

（
５０
）
＝
公
判
中
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
な
ど
を
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
に

投
稿
し
無
断
で
公
開
し
た
と
し

て
、
福
島
県
警
伊
達
署
は
２‐
日

ま
で
に
、
著
作
権
法
違
反
の
疑

い
で
、
自
城
県
美
里
町
、
熙
職

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
Э
ド
ラ
マ

「
表

黎
舒
■
―
■

)ま ちゃん」

ヨを無断公開

消
費
税
不
正
還
付
で
有
罪

置F
にん
地の

賛目

架
空
の
売
り
上
げ
を
計
上

す
る
手
口
で
消
費
税
の
不
正

還
付
を
受
け
た
な
ど
と
し

て
、
消
費
税
法
違
反
罪
な
ど

に
問
わ
れ
た
保
険
の
乗
り
合

い
代
理
店
最
大
手

「
ほ
け
ん

の
窓
ロ
グ
ル
ー
プ
」

（東
京

・
渋
谷
）
の
前
社
長
、
今
野

則
夫
被
告

（
５８
）
の
判
決
公

判
が
２‐
日
、
東
京
地
裁
で
あ

っ
た
。
野
沢
晃

一
裁
判
官
は

懲
役
２
年
、
執
行
猶
予
３
年
、

罰
金
３
２
０
万
円

（求
刑
懲

役
２
年
、
罰
金
３
５
０
万
円
）

を
言
い
渡
し
た
。

同
罪
に
問
わ
れ
た
今
野
被

告
の
資
産
管
理
会
社

「
東
京

レ
ジ
デ
ン
ス
」
に
つ
い
て
は
、

罰
金
２
２
０
万
円

（求
刑
罰

金
２
５
０
万
円
）
と
し
た
。

判
決
理
由
で
野
沢
裁
判
官

は

「
不
正
還
付
さ
れ
た
金
額逮

捕
容
疑

は
５
～
６
月

ご

ろ
、
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
２
話
と
、

「
嵐
」
の
桜
井
翔
さ
ん
主
演
の

福
島
県
警
、容
疑
の
男
聴
見  を
力 伊 停


